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研究成果の概要（和文）： 
オーストラリアでの移民定住支援における ICT の活用に関する事例調査分析を踏まえて、外国
人当事者による映像メディア制作を中心とした「多文化創作ワークショップ」を専門職らと共
同で実施した。映像制作の活用することで、外国人参加者および日本人参加者の帰属意識の強
化や地域住民の意識の変化にとって重要であることが確認された。さらに映像制作のプロセス
そのものが、外国人当事者の地域社会とのつながり（コミュニティエンゲージメント）の再構
築に効果があり、日本人参加者の多文化共生意識の向上につながることが明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The investigator organized digital media workshops in Fukui with migrant youth. Various 
locals, such as media artists and migrant support professionals supported migrant youths 
and helped them create a digital media production. I conducted both participant 
observation and interviews with participants to understand the ways in which these 
migrants and local Japanese interact with each other through the use of digital media. 
First, I examined how digital media can be employed for community engagement between 
migrant youth and the local community and how it helped them achieve cultural citizenship. 
Second, I examined how local Japanese participants perceived their attitude-change 
process in real encounters with migrants in Fukui through the use of ICT. 
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１．研究開始当初の背景 
近年のグローバリゼーションの流れは、経済、
文化、情報、エコロジーといった多次元的な 

レベルでトランスナショナルに人々の移動
を増加させている。我が国もグローバルな越
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境移動と定住者は増加し続け、地域コミュニ
ティにおいては、滞日外国人とマジョリティ
住民との日常的な共生の問題が顕在化して
いる。2006 年には総務省が地域における多文
化共生プログラムの提言を行い、各地方自治
体レベルでも多文化共生に向けたプランが
作成されはじめた（総務省 2006）。これまで
一般的には国際交流協会や非営利組織が滞
日外国人コミュニティと日本人コミュニテ
ィの交流事業や滞日外国人に対する相談・支
援事業を展開してきたが、外国人が集住する
都市の医療・福祉分野では多様な文化的・社
会的背景を踏まえて問題解決を支援する「多
文化ソーシャルワーカー」の育成も実践され
るようになった（石河 2007）。 
しかし、社会資源の不十分な地域の在住外国
人は、言語的バリアによって地域コミュニテ
ィとの交流の機会や活動の存在を知るきっ
かけが制限されている現実がある。2007 年に
福井県が実施した在住外国人アンケート調
査結果によれば、回答者の 6割が地域の日本
人と「あいさつする程度」または「ほとんど
関わりがない」、そしてその理由を「きっか
けがない」「ことばが通じないから」と回答
している。また必要な情報の入手方法につい
ては、テレビ、友人に続いて、インターネッ
ト（45％）が挙げられており、外国人の日常
生活基盤としての ICT（情報通信技術）利用
度の高さが示されている。 
本申請者が平成 20～21 年に行った調査（若
手研究Ｂ課題番号 20730369）によれば、70
年代より多文化主義のもとで移民定住支援
施策を進めてきたオーストラリアにおいて、
移民・外国人が形成するアイデンティティを
基盤としたエスニック・コミュニティは、近
年 SNS（ソーシャルネットワーキングサービ
ス）やウェブログ等の ICT を活用したバーチ
ャル・コミュニティを形成し、コミュニティ
メンバーが相互に協働、共助しあう新しい重
要なコミュニティの基盤となりつつある
（Funaki 2009）。例えば子育てグループの移
民母親らは、文化・言語的ハンディキャップ
を抱えながら暮らす日常の知を学びあい、支
えあう場として仮想空間上のコミュニティ
を活用し、リアルなコミュニティ活動の促進
にもつながっていた（Funaki 2009）。さらに
マジョリティ住民も参加することによって、
お互いの文化・言語を学びあい、現実の出会
いを創出する協働・交差する場として、ICT
上の仮想空間が活用される例も多い（長友 
2008）。一方で、移民・外国人は文化・言語
的ハンディキャップによって、マジョリティ
住民が主要言語だけで構築している ICTコミ
ュニティへの参加が制限される。そこで、エ
スニックコミュニティ自身が福祉専門職の
支援の下、第 1世代移民に対するパソコン講
座や第 2世代移民、移民女性に対する映像メ

ディア創作ワークショップ等を運営し、外国
人・移民コミュニティ自身によるエンパワメ
ントをめざした ICT 支援活動を行っている
（舟木 2009）。オーストラリアの実践は、日
本における「多文化ソーシャルワーク実践に
おける ICT の活用」の先駆的モデルとして参
照する価値があると考える。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、滞日外国人当事者が中心と
して実施するパソコン学習会および多文化
創作ワークショップにおけるコミュニティ
形成のプロセスと地域コミュニティでの定
住支援への効果について、調査・分析し、 
多文化ソーシャルワーク実践における ICT
（情報通信技術）の活用の課題を明らかにす
ることである。本研究では「パソコン学習会」
と「多文化創作ワークショップ」の活動およ
びその効果分析を滞日外国人支援に関わる
外国人および日本人ワーカーと学習会へ参
加する外国人および日本人住民の協働作業
と位置づけている。つまり、日本人がマイノ
リティである外国人の問題を調査し、一方的
に「教える」「助ける」のではなく、外国人
住民と日本人住民が ICT を利用し、互いに文
化・言語の相違を学びあうことを通じて、ど
のように多文化共生の地域コミュニティを
形成していくべきかを共に考えるための研
究をめざしている。さらに、参加型リサーチ
は、単なる問題把握のための調査に終わるの
ではなく、調査研究活動のプロセスそのもの
が、ICT の活用した新たな多文化ソーシャル
ワーク実践モデルの創出につながる。特に、
単なるパソコン技術習得といったメディア
消費のみを目的とするのではなく、地域 SNS
（Ｆレックス）上での支援者コミュニティの
創設、ICT の活用による多文化な映像・芸術
作品の創作と動画アーカイブによって、外国
人住民自らが主体的に地域コミュニティで
の住民意識を形成することを目的とした多
文化ソーシャルワーク支援方法論の構築を
めざしている。 
 
３．研究の方法 
初年度にあたる平成 22 年度は、ICT を活用し
た移民定住支援の先進的事例に関する文献
調査を行い、加えて、2010 年 9 月にオースト
ラリア・シドニーにおいてパソコン、インタ
ーネット、映像メディア等の ICT を活用した
コミュニティ形成および移民定住支援の先
進事例に関するインタビュー調査を実施し
た。事例分析の視点を得るために、オースト
ラリアの研究協力者とメール等を通じて適
宜意見交換を行った。上記の先進地調査の結
果を参考とし、2010 年 12 月には、福井在住
外国人が地元の芸術アーティストの協力を
得て、単なるパソコン技術習得といったメデ



ィア消費のみを目的とするだけでなく、外国
人住民自らが主体的に地域コミュニティで
の住民意識を形成することを目的とした多
文化な芸術作品の創作ワークショップを試
験的に実施した。2010 年度は福井市映像文化
センターの協力を得て、県内在住の映像アー
トの専門家の指導の下で、外国人観光客向け
の福井の観光ＣＭを作るワークショップを
行った。その後、2011 年 1月から 2月にかけ
て、外国人参加者、学生サポーター、ワーク
ショップ講師に対するインタビュー調査お
よび分析を実施した。 
2 年目にあたる平成 23 年度は、福井県内にお
いて実施した外国人当事者による映像メデ
ィア制作を中心とした「多文化創作ワークシ
ョップ」を実施した。昨年度先進地調査の分
析結果を参考とし、2011 年 8 月には、外国に
ルーツを持つ大学生が地元の芸術アーティ
ストの協力を得て、外国人住民自らが主体的
に地域コミュニティでの住民意識を形成す
ることを目的としたショートムービーの制
作支援を行った。2011 年 12 月には、越前市
国際交流協会およびロハス越前（旧今立町エ
コツーリズム協議会）、地元の映像アーティ
ストの協力を得て、デジタルメディアキャン
プ in 今立（外国人高校生による映像制作ワ
ークショップ）を実施し、参与観察および支
援者に対するインタビュー調査を行った。そ
の後、映像作品を外国人支援関係者へ公開す
るワークショップを開催し、意見交換を実施
した。 
最終年度にあたる平成 24 年度は、これまで
の調査結果の分析を踏まえて、要因抽出と仮
説形成作業を行い、多文化ソーシャルワーク
実践における ICTの活用の課題と地域コミュ
ニティでの外国人定住支援への効果を明ら
かにした。その効果を具体的に検証するため
に、外国人若者の映像制作支援を取り組む中
でモデルプログラムを作成した。さらに、ICT
を活用した外国人と日本人コミュニティと
のつながりの再構築の実践モデルが障害者
の生活支援分野においても応用可能である
ことをオーストラリアでの訪問調査で明ら
かにするとともに、その分析結果を踏まえて、
ソーシャルワーカーを中心とした支援者向
けのデジタルメディア活用に関するワーク
ショップやプログラム開発検討会を複数回
開催し、外国人のみにとどまらない、障害者、
高齢者等の社会的なマイノリティに対する
コミュニティとのつながりの再構築を目的
としたあらたなソーシャルワーク実践プロ
グラムの構築を試みた。 
 
４．研究成果 
2010 年 9 月にオーストラリア・シドニーにお
いてパソコン、インターネット、映像メディ
ア等の ICTを活用したコミュニティ形成およ

び移民定住支援の先進事例に関するインタ
ビュー調査を実施した。調査課結果から、デ
ジタルメディアを活用した移民定住支援を
実践する NPOが近年オーストラリアで増加し
ており、それはオーストラリア連邦政府、州
政府の文化政策の一環として助成されてい
ることが多いことが分かった。特に支援のモ
デル作成における課題としては、技術支援的
にパソコンを教えるなどの単発のワークシ
ョップや教室は従来からも地域で実践され
ているが、マイノリティのコミュニティ形成
や地域コミュニティとのつながりの再構築
には結びにくく、いかに長期にわたり、実践
の関係を形成し、支援者とマイノリティコミ
ュニティが信頼関係を築いていくかが挙げ
られた。また、マイノリティコミュニティの
メンバーがデジタルメディアを活かして、個
人のストーリーを社会全体に表現すること
で、地域社会に意見を表明することに加えて、
デジタルメディアを使った専門的な実践が
できるまでの技術を取得することがマイノ
リティの社会貢献としてはもっとも重要で
あることが分かった。 
そこでこれらの先進事例調査結果を参考に、
2010 年 11 月から、福井の観光ＣＭを作るワ
ークショッププロジェクトを立ち上げ、学生
を中心とした支援者の育成ワークショップ
および外国人を対象とした福井の観光ＣＭ
を作るワークショップを実施した。参加した
外国人に対するインタビュー調査結果から、
１.日本語パソコンの利用に 
関する言語的バリアとそれに対する支援の
方法の課題、２.外国人の若者の母語による
インターネットやニューメディア（ＳＮＳ）
の利用度の高さと日常生活での日本語利用
の限界、３.移民定住支援の方法として映像
制作の活用することで、外国人参加者および
日本人参加者の帰属意識の強化や地域住民
の意識の変化にとって重要であることが確
認された。本研究プロジェクトに関わるアー
ティスト、研究者、実践者、外国人当事者ら
がデータの共有および討議の手段として、Ｆ
レックス SNS および Facebook（フェイスブッ
ク）を活用し、参加メンバー限定の仮想コミ
ュニティを SNS 上に立ち上げた。上記調査結
果については、2011 年 7 月にオーストラリ
ア・メルボルンで開催される Japanese 
Studies Association of Australia 
conference で口頭発表した。 
平成 23 年度の「多文化創作ワークショップ」
デジタルメディアキャンプ in 今立（外国人
高校生による映像制作ワークショップ）での
参与観察および支援者に対するインタビュ
ー調査、映像作品を外国人支援関係者へ公開
するワークショップでの意見交換の結果の
分析によれば、１.デジタルメディアを地域
の中で地域住民の協力の下で創作すること



は、外国人の若者と地域コミュニティの間の
コミュニティエンゲージメント（つながりの
構築）のための空間を創ることであった。２.
外国人若者がデジタルメディアで表現し
た’Vernacular creativity（土着の想像
性）’が日本人の地域住民の間の外国人住民
全体への態度の変化をもたらした。３.地域
の支援者、ボランティア、大学生への作品上
映会が単に外国人住民が意見を表明すると
いうよりも、日本人住民が安心して外国人若
者を意見を聞くことができる空間となった。
デジタルメディアや映像制作の活用するこ
とで、外国人当事者の地域社会とのつながり
（コミュニティエンゲージメント）の再構築
に効果があり、さらに日本人参加者の多文化
共生意識の向上につながることが確認され
た。研究成果の一部については、2012 年 7 月
に開催されたアジア・オーストラリア学会
（シドニー）で演題発表を行った。 
平成 24 年度は、これまで福井県内において
実施した外国人当事者による映像メディア
制作を中心とした「多文化創作ワークショッ
プ」への日本人および外国人参加者へのイン
タビュー調査と参与観察の調査結果の分析
を踏まえて、実践者と共同で、要因抽出と仮
説形成作業を行い、多文化ソーシャルワーク
実践における ICTの活用の課題と地域コミュ
ニティでの外国人定住支援への効果を明ら
かにし、新しい多文化ソーシャルワーク実践
のモデルプログラムの作成を試みた。特に従
来の外国人に対する ICT支援の中心であった
パソコン技術習得といったリテラシーの獲
得やインターネットメディアの消費のみを
目的とするだけでなく、社会の周縁に置かれ
ている人びとに声を与え、地域コミュニティ
に暮らす当事者の視点から地域社会を再構
築する効果があるデジタル・ストーリーテリ
ングの手法が外国人に加えて、障害者や高齢
者といった社会的なマイノリティに対する
支援に応用可能であることがオーストラリ
アでの継続調査で分かった。 
加えて、2012 年 4 月から 5月にかけて、前年
までの多文化創作ワークショップに参加し
ていた外国にルーツを持つ高校生が、地元の
芸術アーティストの協力を得て、福井で 1948
年に起こった大震災をテーマに地元の高齢
者にインタビューをしたショートムービー
を主体的に制作し、国際平和映像祭に投稿す
る際に、本研究プロジェクトチームが外国人
支援における映像制作の活用のモデルを参
考に、支援し、モデルプログラムの開発と確
立に貢献した。 
さらに 2012 年 8 月からソーシャルワーカー
を中心とした支援者向けのデジタルメディ
ア活用に関するワークショップやプログラ
ム開発検討会を複数回開催した。この検討会
には、本研究に外国人当事者として参加して

いた学生が支援を受ける立場ではなく、支援
を行う立場として、日本人大学生やソーシャ
ルワーカーとともにサポートに参加し、プロ
グラム開発に参画することができた。これま
で日本国内においてほとんど実践されてこ
なかった外国人当事者による映像メディア
制作を中心とした「多文化創作ワークショッ
プ」を専門職らと共同で実施し、ICT 活用に
おける具体的な課題を整理し、新たな多文化
ソーシャルワークのモデルプログラム作成
へ準備基盤を築くことができたことは大き
な成果であった。 
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